
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 309 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 コミュニケーション 2 2 Impact ISSUES 1 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

１年次より更に発展した英語コミュニケーション能力の育成を目指す。教材として賛否両論ある問

題を扱い、ペアやグル―プで話し合って問題解決を模索する。間違いを恐れず自信を持って積極的に自

分の意見を述べたり、相手の意見に耳を傾ける姿勢を養い、質問・共感・また異なる意見も尊重しなが

ら反論したりするなど、自然な意見交換ができるようになることを目標とする。加えて授業を通して得

た異文化・時事問題などに関する情報から知見を広げ、考える力を育む。毎回の課題と授業時間中の積

極的に発言する前向きな態度を評価する。またプレゼンテーションやディベート等も評価に含む。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

単語の発音・強
勢・リズムやイン
トネーションな
どの音声的特徴
を捉え、自分でも
真似て話そうと
する態度を養う。
様々な国籍の話
者が発する自然
なスピードの発
話の趣旨を概ね
理解することが
できるようにな
る。 

英語で書かれた
読み物や記事を
読み、語（句）・表
現の意味やその
働きを文脈に沿
って理解し、内容
を適切に把握、更
に要旨をまとめ
ることができる。
そこから得た情
報や意見を基に、
自分の考えや意
見を構築するこ
とができる。 

人の言うことに真
摯に耳を傾け、互
いに協力しあいな
がら、間違いを恐
れず積極的に質
問・意見交換をし
ようとする。情報
や考えを論理的に
まとめ、意見の交
換ができる。話し
合いや意見交換を
円滑に行うために
必要な表現や方法
についての知識を
身に付けている。 

意見を伝えるた
めの論述形式を
理解し活用でき
る。伝えにくいこ
とも、既知の語句
や表現を用いる
など工夫して、情
報や考えを伝え
る努力ができる。
調べたり読んだ
り聞いたりした
内容から、異文化
に対する知識・理
解を深めること
ができる。 
  

語（句）や表現、文
法事項などの知識
を活用し、適切に
自分の言いたいこ
とを書いて伝える
ことができる。英
語での論述形式に
従い、話題を明示
した上で、それに
関する意見やその
理由・根拠を書く
ことができる。読
み手を説得するに
足る論理を展開す
ることができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

各トピックにおいて学んだ語彙や、重

要表現、意見を伝えるための論述形式な

どを理解する。また文化的背景などの情

報を自ら収集し、知識・教養として吸収

している。①定期考査 ②実技試験 ②

課題 ③言語活動 の理解度・取組状況

において評価 

 各トピックにおいて学んだ語彙・重要

表現や得た背景情報を駆使して、内容を

把握・要約することができ、また内容に

関する自分の考えを論理的に表現する

ことができる。①定期考査 ②実技試験 

②課題 ③言語活動 の理解度・取組状

況において評価 

 授業や課題・定期考査や実技試験に

おいて、能動的・積極的に取り組んでい

る。各トピックにおける興味・関心を示

し、自ら問題解決しようとする姿勢を持

つ。②実技試験 ②課題 ③言語活動 

の理解度・取組状況において評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学

期 

課 

“題材名” 

領

域 
評価規準 評価方法 

１ 

UNIT1 

“個性と偏見“ 

UNIT2 

“友情と倫理” 

UNIT3 

“趣味と中毒“ 

 

聞

く

こ

と 

a: 音声や相手の発話を自然なスピードで一度聞いて概要を把握でき

る。積極的に耳を傾ける能動的な姿勢がある。 

b: 二度目の音声を聞いて、又は相手の発話の不確かな部分を適宜聞

き直すことで、詳細を理解することができる。 

c: 本単元の重要語彙や表現を音で捉え理解することができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

読

む

こ

と 

a: 本文内容の要点をおさえながら、読んだ内容の要旨をまとめるこ

とができる。本単元の重要語彙や表現について理解している。 

b: 関連する記事などの投げ込み教材に興味を持ち、意欲的に読むこ

とができる。本単元の題材を知識として吸収している。 

c: 本単元の題材をよく理解し、自分の意見を持つことができる。 

①定期考査 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

話

す

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: プレゼンテーション・議論・討論などに必要なスキルを、適宜場

面に応じて使いこなし、言いたいことを効果的に相手に伝えるこ

とができる。 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

書

く

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: エッセイライティングの手法に則り論理を展開し、説得力のある

文章を書くことができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

中間考査 

UNIT4 

“SNSと成功” 

UNIT5 

“男女平等” 

UNIT6 

“国際結婚“ 

UNIT7 

“家族の価値観” 

 

聞

く

こ

と 

a: 音声や相手の発話を自然なスピードで一度聞いて概要を把握でき

る。積極的に耳を傾ける能動的な姿勢がある。 

b: 二度目の音声を聞いて、又は相手の発話の不確かな部分を適宜聞

き直すことで、詳細を理解することができる。 

c: 本単元の重要語彙や表現を音で捉え理解することができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

読

む

こ

と 

a: 本文内容の要点をおさえながら、読んだ内容の要旨をまとめるこ

とができる。本単元の重要語彙や表現について理解している。 

b: 関連する記事などの投げ込み教材に興味を持ち、意欲的に読むこ

とができる。本単元の題材を知識として吸収している。 

c: 本単元の題材をよく理解し、自分の意見を持つことができる。 

①定期考査 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

話

す

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: プレゼンテーション・議論・討論などに必要なスキルを、適宜場

面に応じて使いこなし、言いたいことを効果的に相手に伝えるこ

とができる。 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

書

く

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: エッセイライティングの手法に則り論理を展開し、説得力のある

文章を書くことができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

期末考査 

2 

UNIT8 

“ネット上の人間関係” 

UNIT9 

“テクノロジーと世代間格

差” 

UNIT10 

“趣味と娯楽” 

UNIT11 

聞

く

こ

と 

a: 音声や相手の発話を自然なスピードで一度聞いて概要を把握でき

る。積極的に耳を傾ける能動的な姿勢がある。 

b: 二度目の音声を聞いて、又は相手の発話の不確かな部分を適宜聞

き直すことで、詳細を理解することができる。 

c: 本単元の重要語彙や表現を音で捉え理解することができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

読

む

a: 本文内容の要点をおさえながら、読んだ内容の要旨をまとめるこ

とができる。本単元の重要語彙や表現について理解している。 

①定期考査 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 
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“マナー・ 

道徳倫理” 

こ

と 

b: 関連する記事などの投げ込み教材に興味を持ち、意欲的に読むこ

とができる。本単元の題材を知識として吸収している。 

c: 本単元の題材をよく理解し、自分の意見を持つことができる。 

④課題への取組 

話

す

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: プレゼンテーション・議論・討論などに必要なスキルを、適宜場

面に応じて使いこなし、言いたいことを効果的に相手に伝えるこ

とができる。 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

書

く

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: エッセイライティングの手法に則り論理を展開し、説得力のある

文章を書くことができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

中間考査 

 

UNIT12 

“障害・ 

平等と権利” 

UNIT13 

“環境問題と取組” 

UNIT14 

“職業・人生設計” 

UNIT15 

“人間関係・誠実さ” 

聞

く

こ

と 

a: 音声や相手の発話を自然なスピードで一度聞いて概要を把握でき

る。積極的に耳を傾ける能動的な姿勢がある。 

b: 二度目の音声を聞いて、又は相手の発話の不確かな部分を適宜聞

き直すことで、詳細を理解することができる。 

c: 本単元の重要語彙や表現を音で捉え理解することができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

読

む

こ

と 

a: 本文内容の要点をおさえながら、読んだ内容の要旨をまとめるこ

とができる。本単元の重要語彙や表現について理解している。 

b: 関連する記事などの投げ込み教材に興味を持ち、意欲的に読むこ

とができる。本単元の題材を知識として吸収している。 

c: 本単元の題材をよく理解し、自分の意見を持つことができる。 

①定期考査 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

話

す

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: プレゼンテーション・議論・討論などに必要なスキルを、適宜場

面に応じて使いこなし、言いたいことを効果的に相手に伝えるこ

とができる。 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

書

く

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: エッセイライティングの手法に則り論理を展開し、説得力のある

文章を書くことができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

期末考査 

3 

 

UNIT16 

“信仰・迷信・超常現象” 

UNIT17 

“人生設計・出産・子育

て” 

UNIT18 

“人類・環境・宇宙・” 

聞

く

こ

と 

a: 音声や相手の発話を自然なスピードで一度聞いて概要を把握でき

る。積極的に耳を傾ける能動的な姿勢がある。 

b: 二度目の音声を聞いて、又は相手の発話の不確かな部分を適宜聞

き直すことで、詳細を理解することができる。 

c: 本単元の重要語彙や表現を音で捉え理解することができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

読

む

こ

と 

a: 本文内容の要点をおさえながら、読んだ内容の要旨をまとめるこ

とができる。本単元の重要語彙や表現について理解している。 

b: 関連する記事などの投げ込み教材に興味を持ち、意欲的に読むこ

とができる。本単元の題材を知識として吸収している。 

c: 本単元の題材をよく理解し、自分の意見を持つことができる。 

①定期考査 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

話

す

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: プレゼンテーション・議論・討論などに必要なスキルを、適宜場

面に応じて使いこなし、言いたいことを効果的に相手に伝えるこ

とができる。 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 
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書

く

こ

と 

a: 新しい語彙や重要表現を適宜場面に応じて効果的に使いながら、

本単元の題材で得た情報を自分の言葉で論理的にまとめ、相手に

伝えることができる。 

b: 本単元の題材について内容を深く理解し、自分の意見を積極的に

表現・議論できる 

c: エッセイライティングの手法に則り論理を展開し、説得力のある

文章を書くことができる。 

①定期考査 

②実技試験の取組 

③授業中の言語活

動の理解度・取組 

④課題への取組 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


